
令和 7 年度 幼保連携型認定こども園 自己評価表 

社会福祉法人フジ福祉会 幼保連携型認定こども園フジ保育園 

 

【自己評価の考え方】 子どもの育ちを点数化するのではなく、日々の教育・保育をふりかえり、これからの実践につなげるための

自己評価です。 

【チェック】 ◎ 大切にできている  ○ おおむね大切にできている  △ さらに考えていきたい 

1 子ども理解・主体性 

ふりかえる視点 ◎ ○ △ 
一人一人の思いや興味・関心を丁寧に捉えている。 ☑ ☐ ☐ 
子どもが自分で選び、考え、試すことのできる時間を大切にしてい

る。 
☑ ☐ ☐ 

他児との比較ではなく、その子自身の姿や育ちの過程を見ている。 ☑ ☐ ☐ 
子どもの思いや遊びの流れを尊重し、保育者が必要以上に先回りして

いない。 
☑ ☐ ☐ 

 

2 環境を通した教育・保育 

ふりかえる視点 ◎ ○ △ 
子どもの姿や発達に応じて、遊びや生活の環境を整えている。 ☑ ☐ ☐ 
玩具・素材・用具・空間を、子どもの姿に合わせて見直している。 ☑ ☐ ☐ 
子どもがじっくり遊び、繰り返し試せる環境を大切にしている。 ☑ ☐ ☐ 
自然・生き物・地域など、実体験につながる環境を生かしている。 ☑ ☐ ☐ 

 

3 保育者の関わり・生活 

ふりかえる視点 ◎ ○ △ 
子どもの人格を尊重し、やさしく丁寧な言葉や態度で関わっている。 ☑ ☐ ☐ 
見守る・待つ・共感する・支えるなど、子どもの姿に応じた関わりを

している。 
☑ ☐ ☐ 

食事・排泄・着脱・睡眠等を、一人一人の発達や気持ちに応じて丁寧

に支えている。 
☑ ☐ ☐ 

生活習慣を一方的に身に付けさせるのではなく、子ども自身がしてみ

ようとする気持ちを大切にしている。 
☑ ☐ ☐ 

 

4 ふりかえり・職員の協働 

ふりかえる視点 ◎ ○ △ 
子どもの姿を職員同士で語り合い、多面的に理解しようとしている。 ☑ ☐ ☐ 
環境や保育者の関わりをふりかえり、次の教育・保育に生かしてい

る。 
☐ ☑ ☐ 

困りごとや迷いを個人で抱えず、職員同士で考えることができてい

る。 
☑ ☐ ☐ 

園内外の研修や職員同士の学びを、日々の実践につなげている。 ☐ ☑ ☐ 



 

5 家庭・地域とのつながり 

ふりかえる視点 ◎ ○ △ 
保護者の思いを受け止め、ともに子どもの育ちを考える関係を大切に

している。 
☑ ☐ ☐ 

園での子どもの姿や遊びの意味を、保護者に分かりやすく伝えてい

る。 
☑ ☐ ☐ 

地域の人・自然・文化等との関わりを、子どもの生活や遊びにつなげ

ている。 
☐ ☑ ☐ 

 

6 安心・安全と園運営 

ふりかえる視点 ◎ ○ △ 
子どもの生命・健康・安全を守るため、日常の環境や動線を確認して

いる。 
☑ ☐ ☐ 

子どもの人権やプライバシーを尊重した教育・保育を行っている。 ☑ ☐ ☐ 
事故防止・衛生・防災・防犯等について、職員間で共通理解を持って

取り組んでいる。 
☑ ☐ ☐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

園全体でのふりかえり 

チェック結果や日々の実践をもとに、具体的な子どもの姿や職員間の対話を振り返りながら、園として簡潔にまとめます。 

1 今年度の教育・保育で大切にしてきたこと 

鶏の飼育や畑仕事、水遊び、焚き火など、自然や生き物と直接関わる体験を日々の保育に取り入れてきた。こうした実体験を重

ねる中で、子どもたちが自然の恵みや命の大切さ・尊さに気づき、身近な自然や生き物への関心を深めることができた一年であ

った。 

2 子どもの姿から気付いたこと・考えたこと 

生き物や自然に積極的に関わろうとする姿が増え、「やってみたい」「もっと知りたい」という子どもたちの思いから、さまざ

まな体験へとつながっていった。子ども自身の興味や関心を大切にすることで、一人ひとりの気付きや発見が広がり、豊かな経

験につながっていくことを感じた。 

3 環境や保育者の関わりをふりかえって見えてきたこと 

子どもたちの「やってみたい」という思いを受け止め、実際に試したり確かめたりできる環境を整えることの大切さを改めて感

じた。保育者が答えや方法を先に示すのではなく、子どもの気付きや発見に寄り添いながら、必要な環境や機会をつくっていく

ことで、自然や生き物との関わりがより深まっていくことが見えてきた。 

4 職員同士の対話や協働を通して考えたこと 

子どもたちの声や「やってみたい」という思いを拾いながら、保育を展開していくことができた。一方で、子どもの姿や保育者

の気付きを職員間で十分に共有し、互いの考えを生かしながら保育を広げていくという点では課題も感じた。今後は、日々の対

話を大切にしながら、職員同士がより協働して子どもの興味や関心を支えていけるようにしたい。 

5 今後の教育・保育で大切にしていきたいこと 

子どもたちの「やってみたい」「もっと知りたい」という思いを大切にし、その思いがさまざまな遊びや体験へとつながる環境

を整えていきたい。また、一人ひとりの子どもの姿や気付きを職員同士で共有し、多様な視点を生かしながら、協働して保育を

つくっていくことを大切にしていきたい。 

評価実施日：令和 8 年  3 月  31 日   園⾧：藤谷竜大           取りまとめ：平井亜紀・片岡夕稀 

※ 本評価は、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の考え方を踏まえ、子どもの育ちの達成度ではなく、本園の教育・保育及びその環境・関わりをふりか

えるために構成しています。 


